
令和元年 ７月４日（木）　14:00～16:00

名古屋第二赤十字病院

75% (アンケート記入者64名/参加者85名）

１．参加者ご自身について

①所属を教えてください

　　　①職種を教えてください

２．講義（ＡＣＰ概論）について

①内容はいかがでしたか？

　　　②時間はいかがでしたか？

令和元年度　昭和区ACP研修会（概論編）　アンケート結果

日　時：

場　所：

アンケート回収率：

病院, 21人, 

33% 診療所, 5人, 

8%

歯科診療所, 3

人, 5%
薬局, 5人, 8%訪問看護ステーション, 1人, 1%

介護保険事業所, 

19人, 30%

地域包括支援センター, 2

人, 3%

その他, 7人, 

11%

未回答, 1人, 

1%

医師, 6人, 9%
歯科医師, 4人, 

6%

薬剤師, 5人, 

8%

看護師, 13人, 

20%

介護支援専門員, 

23人, 36%

リハビリ職, 

0人, 0%

介護職, 1人, 

2%

MSW・相談員, 

7人, 11%

その他, 4人, 

6%

未回答

2%

大変良かった, 

19人, 30%

良かった, 41人, 

64%

普通, 4人, 

6%

悪かった, 0人, 

0%

大変悪かった,0人, 0%

長かった, 1人, 1%

やや長かった, 1人, 2%

適当, 53人, 

83%

やや短かった, 9人, 

14%

短かった, 0人, 0%



３．グループワークについて

① ねらい（どんな時にACPの話を切り出せるか）は理解できましたか

① ねらい（どの段階でACPを始めるのが有効か）は理解できましたか

② ディスカッションは満足できましたか

　　　③ 時間（ディスカッション・発表）は適当でしたか

非常に理解できた, 

21人, 33%

ある程度理解できた, 

43人, 67%

あまり理解できなかった, 0

人, 0%

全く理解できなかった, 0人, 0%

非常に満足できた, 

19人, 30%

ある程度満足できた, 

41人, 64%

あまり満足できなかった, 

4人, 6%

満足できなかった, 0人, 0%

長かった, 1人, 1%

やや長かった, 

1人, 2%

適当, 46人, 

72%

やや短かった, 

16人, 25%

短かった, 0人, 0%

非常に理解できた, 

23人, 36%

ある程度理解できた, 

39人, 61%

あまり理解できなかった, 2

人, 3%

全く理解できなかった, 0人, 0%



４．本ＡＣＰ研修会について

① 本研修会参加前のＡＣＰの理解についてお答えください

② 本研修会参加後のＡＣＰの理解についてお答えください

③ 本研修会で理解が難しかった点について、具体的にご記入下さい。（複数選択可）

A: ＡＣＰの定義

B: 共有意思決定支援（SDM）

C: チーム支援の必要性

D: 合意形成

E: 事前指示(書)の課題

F: ＡＣＰの効用

G: ＡＣＰ開始のタイミング

H: 実践イメージ

I: 代弁者

J: その他

④ 本研修会の内容は、今後の実践に活かせますか

非常に理解できていた, 

3人, 5%

ある程度理解できていた,

41人, 64%

あまり理解できていなかった, 

18人, 28%

全く理解できていなかった, 

2人, 3%

非常に理解できた,

16人, 25%

ある程度理解できた, 

48人, 75%

あまり理解できなかった,

0人, 0%

全く理解できなかった, 0人, 0%
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活かせる, 20人, 

31%

概ね活かせる, 

38人, 59%

あまり活かせない, 3

人, 5%

活かせない, 

0人, 0%

未回答, 3人, 5%



⑤ 実践する上で困難と感じる点について、具体的にご記入下さい。（複数選択可）

A: チーム内（多職種）の意欲・理解深度の差

B: 職場内（上司等）での理解が得にくい

C: 日常業務の多忙

D: 患者・家族・市民の無関心

E: 始めるタイミング、きっかけ

F: 言葉かけの手法、技術

G: 言語化・表出されるものが真意であるかの汲み取り

H: 信頼関係の構築

I: その他

・情報共有方法について。

・内容の共有方法（具体的に）。

・昭和区の医師、医療関係者すべて研修をうけて、受診の際に声かけしていくことが大事。

・実践したACPの振り返りができればよいと思います。

・概論通りには行かないと考えています。いかに実践していくかのアドバンスがほしいです。

・ロールプレイ良いかもです。カードゲームの体験もできるならばやってみたいです。

・具体的なACPの手法が学べるとよいと思います。

・今後の進み具合を知っていけるとよい。

・いろいろな事例を多職種で、グループワークをして意見を聞きたいです。

・次回も参加したい。

ACP（フォローアップ編）研修へのご要望等を、ご記入ください

５．本日の研修についてのご意見、ご要望

・職場や職種の違いによりかかわり方も様々。どの場面が良いのか、どんな言葉がけが有効か、その方（利用者）によっても違うので、本心

　が聞けるような信頼関係の構築も大切だと思います。（認知症などによって判断能力が低下している場合など家族との関係も大切）

・本人の気持ちが一番、家族の気持ちは二番が理想

・はち丸ネットワーク（共有ツール）を活用してほしい（先生より）

・文書化難しい。

・医療の受診時に問診表やカルテに記入欄がある。（春日井市民病院)よいアイデア

・家族からも本人に聞きづらい（悲しむ）→誰に任せられるか？悩み

・非常に役に立ちました。時間がもう少し長いと良いと思った。

・本日は大変勉強になりました。ありがとうございました。

・色々な機関、立場の取り組み現状が聞けました。

・多職種研修はとてもよいと思う。

・講義では誕生月の診察の折に、年齢から本人の気持ちを聞くまで話を拡げるところが具体的な言葉で印象に残りました。GWでは、全グ

　ループの発表をきけたこと、コーディネーターの鈴木先生のコメントでポイントがわかりやすく良かったです。記録シートが書きやすく、振り返りに

　も良いと思いました。

・会場（ホール）が狭かった。

・普段から意識しているが、各職種のとらえ方、意識も同じだと感じました。ただ、同じ意識を持ちながらも共有できる場面の少なさやツール

　の必要性も感じました。

・職種間の理解度の差を埋め、いかに向上させることが課題であると感じた。

・グループワークで他の職種の方の具体的な関わりや取り組みなど知ることができました。チーム内で情報共有し

　共通の認識を持って支援することが、療養者本人の希望する医療ケアの提供につながるということがわかりました。

６．ACP（フォローアップ編）研修会へのご意見、ご要望
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